
手取川宮竹用水土地改良区の用水に関する治水協力協定締結式

共同声明

昨年８月４日の加賀地方を中心とした記録的な大雨は、能美市及び小松市

に大きな被害をもたらした。

近年の気候変動による水害の激甚化や頻発化に備えるため、内水による浸

水被害の軽減対策が喫緊の課題となっている。

去る５月２５日に、能美市、小松市及び手取川宮竹用水土地改良区が連携

して、宮竹用水の重要施設を確認する水防現地合同パトロールを行い、内水

による浸水被害の軽減に協力をしていく第一歩を踏み出した。

実施できるものから速やかに行い、一日も早く被害軽減につなげたいとの

共通認識から、本日、治水協力協定を締結した。

本協定により、先人から受け継いだ貴重な財産である水田や用水等を有効

に活用することが、効率的・効果的、かつ、最も迅速な浸水対策になるとい

う考えのもと、大雨が予想される半日程前から、用水を停止し、水位を下げ

て貯水及び排水の受け皿を確保し、雨水排水を安全に流すための容量を確保

する。

具体には、宮竹用水逆サイフォン取入口の水門を閉めることにより、宮竹

用水への流水を完全に停水し、その下流の用水等にある２７基の転倒堰など

を倒していくことによって、用水を事前に排水することで大雨に備えるもの

である。

この効果としては、宮竹用水が管理する総延長約１１０ｋｍの水路が排水

路専用として活用され、かつ、水田も含めて水を貯める調整池のような機能

を担う効果がある。

我々は緊密に連携を図り、手取川・梯川水系における流域全体で、水害を

軽減させる「流域治水」の取り組みを加速させ、市民の安全・安心と生命と

財産を浸水被害から守るため全力を尽くす。
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